
令和 5 年度第 1 回 檜山圏域障がい者が暮らしやすい地域づくり委員会次第 

 

                     日時 令和 5年 8月 3日（木） 

                        13:00 ～ 15:30 

                     場所 江差町保健センター 

                        集団指導室 

 

 

１ 開会 

 

 

２ 議題 

 （１）障がいのある方への意思決定支援について 

 （２）地域課題「8050 問題について」 

 

 

３ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

（１）障がいのある方への意思決定支援について 

 

 

 ・資料１ 障がいのある方への意思決定支援について（概要） 

 ・資料２ 障害福祉サービス事業所における障害者の希望を踏まえた適切な 

      支援の徹底等について 

 ・資料３ 障害福祉サービスの利用等にあたっての意思決定支援ガイドライ 

      ンについて 

 ・資料４ 意思決定支援等に係る各種ガイドラインの比較について（参考） 

 ・資料５ 障害者総合支援法上の居宅介護（家事援助）等の業務に含まれる 

      「育児支援」の取扱いについて 

 ・資料６ 『権利擁護』って？『意思決定支援』って 何？ 

 ・資料７ 「意思決定支援」について具体的に考えてみよう 

 

 

 

    資料の説明について（概略） 

    資料１ 今回、意思決定支援について取り上げる契機となった檜山管内の「あすなろ福祉 

     会」に関する報道（令和 4年 12 月）や、それに対する道の対応など。 

    資料２ 「資料１」で取り上げた、あすなろ福祉会に関する報道等を受け、厚生労働省から 

     令和 5年 1月に出された通知。障がい者本人の希望を踏まえた支援や、子育てについて 

     関係機関と連携をするよう示されている。 

    資料３ 障がい福祉サービスを行う際、支援者が障がい者本人の希望や意思をきちんと受 

     け入れた上で支援をするよう定めたガイドライン。平成 27 年から作成が進められ、平成 

     29 年 3月に作られたもの。 

    資料４ 「資料３」の要旨を抜粋したもの。 

    資料５ 現在の障害福祉サービスの中でできるとされている、子どもへの育児に対する支 

     援の内容など。 

    資料６ 意思決定支援についての考察・考え方。今西コーディネーターより説明。 

    資料７ 意思決定支援についての考察・考え方。松田弁護士より説明。 

 

 



 

 

 

（２）地域課題「8050 問題について」 

 

 

 ・資料１ 檜山管内各町での 8050 問題に関するアンケート結果 

 ・資料２ 令和 2年度～令和 4 年度の生活保護新規申請で、障がい起因の 

      8050 問題の疑いがある事例 

 

 

 

    資料の説明について（概略） 

    資料１ 檜山管内 7町での、町関係部署が把握している 8050 問題ケースの件数や、対象者 

     への関わりなど。 

    資料２ 檜山管内での、令和 2～4年の三年間であった生活保護の申請（新規）のうち、8050 

     問題ケースや、それに類すると思われるケースの概要。 

      新規で「生活保護を受けたい」と相談・申請のあったケースについて抽出しましたが、 

     以前から既に保護を受けている保護世帯の中にも、一定数こうしたケースは存在します。 

 


